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研究成果の概要（和文）：本研究では、生体高分子の構造と機能の模倣とは一線を画し、剛直性とバネのような
しなやかさ、ラセン空孔を有する「記憶力を有するラセン高分子」を開発し、生体系では実現困難な究極機能の
開拓を目指し検討を行った。その結果、微量の光学活性体を用いた超高速ラセン誘起と記憶の実現、構造決定、
高性能キラル固定相や不斉触媒への応用、円偏光発光性の記憶高分子の特異なバネ運動に立脚した可逆的な色と
蛍光変化の発見、それを利用した光学純度決定手法の開発等を世界に先駆けて成功した。

研究成果の概要（英文）：In this project, we developed synthetic helical polymers with a unique “
static memory of helicity”, which possess rigidity, spring-like flexibility, and/or helical cavity,
 and investigated the exploration of ultimate functions that cannot be achieved by the biological 
helical systems. Consequently, we were the first to succeed in ultrafast helicity induction and 
subsequent memory of the helicity using the extremely small chirality of optically-active molecules,
 helical structure determination, development of practically useful chiral stationary phases and 
asymmetric catalysts, discovery of reversible colorimetric/fluorescence changes based on a unique 
spring-like motion of the circularly polarized luminescent helical polymers with static helicity 
memory, and its application for the determination of the optical purity.

研究分野：高分子化学、超分子化学

キーワード： ラセン高分子　キラリティ　不斉触媒　光学分割　物質送達
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「ラセン」をキーワードにした研究は世界中で展開されているが、「記憶力を有するラセン高分子」は世界的に
も例が無い。本研究を通じて、従来のラセン高分子では実現が困難であった光学不活性な高分子への微量の光学
活性体による超高速ラセン誘起と記憶、色や蛍光の変化を伴う伸縮自在のバネ運動する記憶高分子の開発と創薬
に不可欠な技術であるスイッチング可能なキラル固定相や不斉触媒への応用は、学術的新規性・独創性はもとよ
り、応用面においても重要な研究成果と位置づけられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 生体内では多くの高分子や超分子集合体が一方向巻きのラセン構造を形成し、驚くべき高度
な生命機能を発現している。化学者は長年にわたり、生体高分子の精緻なラセン構造と機能に学
び、ラセン構造の人工的な構築や機能の創出に挑んできた。しかし、ラセン構造に由来する機能
創出については、現時点でもその潜在的能力が十分に発揮されていない。申請者らの 20 数年以
上にわたるラセン研究を通じて開発した、(1) 破格の不斉増幅能を有し、かつ (2) 剛直性とバネ
のようなしなやかさと (3) ラセン空孔をもあわせ持つ唯一無二の「記憶力を有するラセン高分
子」の出現により状況は一変した。記憶力を有するラセン高分子の最大の特長は、非共有結合を
介して誘起されたラセン構造が不斉の著しい増幅を伴って直ちに記憶されることにあり、既存
の合成ラセン高分子や生体高分子では実現困難な究極機能の開拓を可能にする道が拓かれた。 
 
２．研究の目的 
 以上の背景を踏まえ、本研究では、独自に開発した「記憶力を有するラセン高分子」が有する
特長を最大限に活用し、生体系では実現困難な究極機能の開拓、すなわち、[1] 従来法では検出
困難な微弱なキラリティの直接検出、[2] 真に実用的な溶出順序可変のキラルカラムや不斉選択
性のスイッチが可能な不斉触媒の開発、[3] キラリティや光学純度をその場で観察・定量可能な
究極のキラルセンサーの開発、[4] ラセン内部の空孔を不斉場に用いた光学分割、不斉反応、物
質送達を目指す。得られる成果は、独自の発見を基盤にした究極の機能を発現する真に革新的な
キラル材料の開発に繋がるだけでなく、不斉の起源とその増幅過程の理解にも多大の貢献を果
たすと期待される。 
 
３．研究の方法 
 記憶力を有するラセン高分子の特長を最大限に活用した究極機能の開拓を実現するために、
まず、ラセン高分子の構造と物性・性質ならびにラセン記憶の安定性との相関を詳細に調べた。
「高分子へのラセン誘起と記憶」の機構の解明は、各種分光学的手法を用いた構造解析と理論・
計算科学等を駆使して実施した。また、ラセン構造の記憶を保持したまま、望みの官能基を側鎖
に導入可能である記憶高分子の発見により、目的とする様々の機能に最適の記憶力を有するラ
セン高分子の合成と機能開拓が可能になった。研究は、研究分担者らとの綿密かつ相補的な協力
体制のもとに推進した。一方、特別推進研究が目指す挑戦性を最大限に具現化するため、究極
機能の開拓を目的とする方向性を維持しつつ「ラセン構造の記憶現象の発見」に代表される大
きなブレークスルーをもたらす新現象の発見を実現するために、グループ間連携による協同研
究に加え、各グループ独自の斬新なアイデアに基づく挑戦的な研究も積極的に推進した。 
 
４．研究成果 
１．記憶力を有するラセン高分子の設
計・合成、構造解析と機構解明 
 研究代表者らが開発した記憶力を
有するラセン高分子 (ポリビフェニ
ルイルアセチレン (PBPA: 1)やポリ
ジフェニルアセチレン (PDPA: 2)) は
世界的に見ても例が無く、その構造決
定と詳細な機構解明は、究極機能の開
拓を目指す本研究の最重要かつ最優
先課題と位置づけ、多種多様の高分子
群を設計・合成し、究極機能の実現に
最適の記憶高分子群を徹底的に調査
し、以下に示す成果を得た。 
(1) 記憶力を有する PBPA 誘導体 (1a, 1b) 
の構造を X線構造解析で 13/5 ラセンと決
定し、持続長 (q = 32 (1a), 44 nm (1b)) も
求めた。他の様々の PBPA 誘導体のラセン
誘起力と記憶力に及ぼす置換基の影響と
キラルゲスト・溶媒・温度・濃度との相関
関係を詳細に検討し、置換基のかさ高さや電子吸引・供与性、水素結合部位の有無等がラセン誘
起力・記憶力に大きな影響を及ぼすことを明らかにした (J. Am. Chem. Soc., 145, 24862 (2023) 及
び Macromolecules, 53, 973 (2020)等)。 
(2) 遠く離れた不斉中心の遠隔制御により、ラセンの片寄りが著しく不斉増幅するとともに、
巻き方向の反転と記憶が可能なPBPA誘導体 (1c) の合成に成功し、これまでの常識を覆し、
ラセミモノマーからなる高分子 (1d) に一方向巻きのラセン誘起と記憶が可能であることを初
めて実証した (J. Am. Chem. Soc., 141, 7605 (2019))。 



(3)【新たな知見】少量のゲストを用いて、水中でラセンを誘起・記憶可能な両親媒性ポリアセ
チレン (1e) の開発に成功し、アキラル色素への誘起円偏光発光 (CPL) を実現した (Giant 2, 
100016 (2020))。これを受け、1f を用いた前例の無い水中での著しい不斉増幅を伴った超遠隔ラ
セン誘起と記憶にも成功した (Angew. Chem., Int. Ed., 62, e202301127 (2023))。 

 

 

 

 

 
    

(4) PBPA誘導体 (1g, 1h) へのラセン誘起と記憶には過剰
の光学活性体と長時間を要したが、対応するモノマーを光
学活性なアミンやカルボン酸存在下、水中で重合すること
により、簡便かつ短時間でラセン選択的に記憶高分子がone-
potで合成出来る、ラセン選択記憶重合の開発に成功した。 
(5)【新たな知見】主鎖近傍に少量のカルボン酸部位を導入したPBPA誘導体 (1i) が、少量のキ
ラルアミンに高感度に応答し、ラセン構造の誘起と記憶が可能であることを見出した (ACS 
Macro Lett. 11, 525 (2022))。この発見を受け、主鎖近傍に極少量 (0.3 mmol) の光学活性部位を導
入したキラル/アキラル共重合体 (1j) が世界最高峰の不斉増幅能を示し、ラセン構造の完全
制御を達成した。詳細な理論解析から、この著しい不斉増幅が例外的に大きな左右のラ
センの自由エネルギー差に由来することを見出した。高分解能原子間力顕微鏡 (AFM) に
よるラセン構造の直接観察により、PBPA誘導体のラセンの巻き方向の決定にも成功し、X線構
造解析や持続長、振動円二色性  (VCD) を含む各種分光学的手法の結果と合わせ、PBPA
誘導体のラセン構造と不斉増幅機構の全貌の解明に成功した (J. Am. Chem. Soc., 145, 24862 
(2023))。 

 

 

 

 

 
          

(6)【新たな発見】主鎖構造を完
全に制御したcis–PDPA (2a) の
合成と構造決定に初めて成功し、
2aにも1と同様のラセン構造の誘
起と記憶が可能であることを見
出した。ラセンの向き (右巻か左巻)とラセンの純度の決定にも成功した (J. Am. Chem. Soc., 142, 
7668 (2020))。特筆すべきは、2aの格段に優れた記憶力の熱安定性、光学分割能、CPL特性、側鎖
の修飾の容易さ、キラリティに応答した色・蛍光変化を示すことがあげられる（以下を参照）。
目的とする究極機能の実現を可能にする記憶高分子である。 
 
２．究極のキラリティ検出 
 (1) 1aのラセン誘起には大過剰の光学活性体と長時間が必要であった。
様々の試行錯誤を経て、微量（0.1当量）かつ低光学純度 (5％ee) のアミ
ノ酸塩 (3) を用いた著しい不斉増幅と超高速ラセン誘起と記憶 (30秒
以内) に成功した。極微量 (0.005当量) 及び超低光学純度 (0.001％ee) 
のアミノ酸のキラリティ検出も可能である (Angew. Chem., Int. Ed., 
62, e202217020 (2023))。化学結合型記憶高分子カラムの成功と合わせ、実用的な溶出順序可変
カラムの開発に繋がる成果である。 
(2)【新たな発見】キラル分子によるスピン偏極現象の発見で著名な Ron Naaman教授 (イスラエ
ル)との国際共同研究により、研究代表者らが開発した、溶媒の極性によりラセン反転する動的
ラセン高分子 (光学活性ポリフェニルアセチレン) が DNA 等に比べ遙かに優れたスピン偏極応
答を示すことを発見した。超微弱な物理的なキラル効果によるラセン誘起と記憶、究極のキラリ
ティ検出の実現を示唆する結果と言える (Angew. Chem., Int. Ed., 59, 14671 (2020))。  



３．究極のキラルカラム・不斉触媒の開発 
(1) 側鎖に官能基を導入したラセン記憶高分子 (1k, 1l) がこれまでの記憶
高分子 (1a) を遙かにしのぐ、高い光学分割能を示すことを見出すとともに、
記憶高分子をシリカゲルに簡便に化学結合する手法の開発にも成功した 
(Polym. Chem. 10, 6260 (2019))。金属塩の添加によるラセン構造及び光学分割
能の制御と合わせ実用的な溶出順序可変キラルカラムの開発に繋がる成果
である  (J. Am. Chem. 
Soc., 141, 8592 (2019))。 
(2)【新たな知見】ラセミ
体からなる PBPA 誘導
体 (1m) が、ラセン誘
起と記憶により、光学
活性体からなるラセン
高分子に匹敵する高い
光学分割能を示すキラ
ル固定相になるとい
う、非常識な現象を発
見した (Angew. Chem., Int. Ed., 60, 4625 (2021))。この研究の過程で、1m が BINOL と
強固かつ不斉選択的に相互作用することを見出し、低光学純度かつ触媒量の BINOL
を用いて、完全に一方向巻きの 1m を得ることにも成功した。さらに、「BINOL のラ
セン誘起力」と「一方向巻きの 1m の BINOL に対する不斉識別能」を組み合わせる
ことで、ラセンの片寄りが増幅しながら 1m に吸着した BINOL の光学純度が向上す
るというユニークな「自己進化型キラル識別」が発現することを初めて見出した。 
(4)【新たな知見】光学活性ラセンPBPA誘導体 (1n) がラセンを不斉源とする不斉アリル化反
応の高活性・高エナンチオ選択的な不斉有機触媒として機能し、96% eeで対応する生成物を与え
ることを見出した。一方、ラセミのモノマーや高分子では不斉選択性は一切発現しない。この常
識を完全に払拭し、ラセミモノマーからなるPBPA (1o) でも、側鎖のデラセミ化が駆動力とな
って、後からラセンを誘起・記憶できれば、実用的にも優れた高不斉選択有機触媒 (>86% ee) の
開発が可能という驚くべき結果を得た。不斉選択性のスイッチも可能である (J. Am. Chem. Soc., 
143, 12725 (2021))。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 さらに、同様の構造を有する光学活性な1p が、市販のキラルカラムでも分離が困難な脂肪族
のラセミアルコールに対して極めて高い光学分割能を示すことを見出すとともに、ラセミモノ
マーからなるPBPA (1q) が、1o と同様、側鎖のデラセミ化
により 1p に匹敵する高い光学分割能を示すことも明らか
にした (Angew. Chem., Int. Ed., 62, e202306252 (2023))。
すなわち、ラセミ体から一方向巻きのラセンを誘起・記
憶することにより、光学活性体を使用することなく、
実用的にも優れたキラル固定相や不斉触媒の開発が可
能となった。  
 
４．究極のキラル分離剤の開発 
(1) 2の優れた記憶力安定性と側鎖修飾の容易さを最大限に活用し、2bが多
くのラセミ体に対して極めて高い光学分割能を示し (J. Chromatogr. A 
1675, 463164 (2022)等)、Co(acac)3 に対して世界最高峰の分離 (分離係数 
(α) > 112) を達成した。更に、2b はCo(acac)3に対して完璧な不斉選択性を
示し、一度の吸脱着で純粋な鏡像体（>99% ee）を得ることにも成功した。 
 
５．ラセンのバネ運動を利用した究極のキラルセンサーの開発 
(1)【新たな発見】蛍光性を示す記憶高分子2aが溶媒の極性や温度に敏感に応答し、バネ運動に
立脚した可逆的な色と蛍光変化を示すことを見出した。この発見を受け、2aの側鎖に様々のキラ
ルアミンを導入することで、キラリティ (R/S or D/L) やその光学純度 (0–100% ee) を僅か2%ee
の差 (96–100% ee)でも色や蛍光変化で直接識別でき、デジタルカメラ撮影によるRGB変換によ
り、光学純度の定量化にも成功した (Sci. Adv., 7, eabg5381 (2021))。本手法は違法薬物の使用
の有無の検知にも有効である。今後、固体状態でキラリティやその光学純度を色の変化としてそ
の場で観察・定量できれば、”キラルリトマス紙”としての応用も可能と期待される。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 二重ラセンヘリケート (4) の可逆的かつキラルなバネ運動機構の全貌を解明し (J. Am. 
Chem. Soc., 140, 17027 (2018))、これを受け合成したピレン含有ヘリケート (5) が、金属イオ
ンのラセン空孔への包接・放出に伴うバネ運動によって、蛍光の色変化を示すことを見出した 
(Chem. Commun., 55, 12084 (2019))。類似の二重ラセンの理論計算の結果も合わせ (J. Org. Chem. 
86, 10501 (2021))、ラセンのバネ運動を利用したキラルセンサーの開発に繋がる成果と言える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．ラセン空孔を不斉場に用いた究極のキラル分離、不斉反応・物質送達 
(1)【新たな知見】  st-PMMAのラセン空孔内に様々のフラーレンや末端にフラーレンを導入し
たペプチドが強固に包接され、結晶状の包接錯体が生成することを見出している。一方向巻きの
ラセン構造を誘起・記憶したst-PMMAを用いると、同じ巻き方向のフラーレン含有ペプチドや
ポリ乳酸がラセン選択的に包接される。一方、フラーレンが末端になくても、ポリ乳酸の包
接が可能であることも明らかにした (J. Am. Chem. Soc., 142, 21913 (2020))。キラルな置
換基を有するフラーレンの光学分割の結果と合わせ  (Chirality, 36, e23663 (2024))、汎用性
プラスチックからなるst-PMMAのラセン空孔が不斉場として極めて有効に機能することを実
証した、実用的にも意義深い成果と言える。 
 

 

 

 
       
(2) 二重ラセンが形成する不斉場は、本研究が目指す究極機能の開拓にも威力を発揮する。実際、
相補的二重ラセンが形成するラセン空孔内にアキラルな有機触媒部位を導入することで、不斉
触媒として十分に機能することを初めて実証し (Chirality 32, 254 (2020))、二重ラセン骨格を用い
た高不斉選択光反応 (98% ee) (Angew. Chem., Int. Ed., 59, 7478 (2020)) の成功と合わせ、ラセ
ン空孔が不斉触媒として確かに機能しうることを明確に示した。 
 

 

 

 

 
  
(3) ビスポルフィリンで連結した二重ラセン
ヘリケートの特異なラセン空孔を不斉場に用
いた研究とその超分子化の過程で、ラセミの6
が極性溶媒中、高温で光学活性な芳香族化合物 
(7) 存在下、一方の鏡像体へとデラセミ化する 
(72% ee) 初めての現象を見出した  (Nat. 
Commun., 10, 1457 (2019))。酸触媒を用いた触
媒的デラセミ化反応の実現と低温での不斉選択性の更なる向上 (93% ee) も達成した (Chem. 
Lett. 49, 1030 (2020))。 
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主鎖が動的キラルな[4]ヘリセン骨格のみからなる全共役ラダーポリマーの合成と光学特性

新規U字型π共役ラダー分子の合成と光学特性

動的キラルな[5]ヘリセン部位を側鎖に導入したポリ(ビフェニルイルアセチレン)誘導体の合成とらせん構造制御

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第183回東海高分子研究会講演会

第183回東海高分子研究会講演会

第183回東海高分子研究会講演会

中村光志、井改知幸、八島栄次

井崎宏一、井改知幸、八島栄次

松本武大、加藤義貴、沖光脩、井改知幸、八島栄次

Kosuke Oki, Shoya Yamakawa, Tomoyuki Ikai, Eiji Yashima

The 6th Molecular Chirality Asia 2022 (MCAsia 2022)

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

水溶性ポリ(ビフェニルイルアセチレン)誘導体の合成と水中での分子内包接錯体形成を利用した超遠隔不斉誘導

反応性置換基を有するU字型ラダー分子の合成と新規拡張ヘリセンの合成
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Macromolecular Helicity Induction and Static Helicity Memory of Poly(biphenylylacetylene)s Bearing Aromatic Pendant Groups
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動的キラルな[5]ヘリセンユニットを側鎖の一部に導入したポリ(ビフェニルイルアセチレン)誘導体のらせん構造制御

側鎖末端にアミノ酸残基を導入したポリ(ビフェニルイルアセチレン)誘導体のらせん構造制御と光学分割材料への応用

欠陥のない定序配列型一方向巻きへリカルラダーポリマーの合成とキロプティカル特性
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酸・塩基相互作用を利用したビフェニルイルアセチレンモノマーの水中でのらせん選択記憶重合の開発

アセチレンモノマーのらせん選択記憶重合

様々なアキラルユニットを導入した光学活性トリプチセン骨格を含有するヘリカルラダーポリマーの合成と構造特性
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酸・塩基相互作用を利用したアセチレンモノマーの水中でのらせん選択記憶重合系の開発

定量的かつ化学選択的アルキン芳香環化反応を利用した定序配列型一方向巻きへリカルラダーポリマーの合成
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光学活性な1-エトキシエトキシ基を側鎖に有するポリ(ビフェニルイルアセチレン)誘導体の合成と不斉増幅挙動

クリセン骨格を活用した円偏光発光性多重ヘリセンの同時合成

光学活性なオリゴエチレングリコール鎖を側鎖に有する水溶性ポリ(ビフェニルイルアセチレン)誘導体の合成とらせん構造制御
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側鎖の一部にカルボキシ基を導入したポリ（ビフェニルイルアセチレン）誘導体の合成とらせん構造制御

オリゴエチレングリコール鎖を介して光学活性なビナフチル基を側鎖に導入した水溶性ポリ(ビフェニルイルアセチレン)誘導体の合成と超
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新規π共役ヘリカルラダーポリマーの合成と光学特性
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 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

フルオレン骨格を含有する光学活性π共役ヘリカルラダーポリマーの合成

光学活性置換基を主鎖近傍に導入したポリ(ビフェニルイルアセチレン)誘導体の合成と不斉増幅

側鎖のデラセミ化に基づくポリ（ビアリールイルアセチレン）誘導体のラセン構造制御及び不斉有機触媒能の発現

芳香族側鎖を導入したポリ(ビフェニルイルアセチレン)誘導体のらせん構造制御とキラル固定相への応用

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Molecular Chirality 2021

Molecular Chirality 2021

Molecular Chirality 2021

都築敦史, 井改知幸, 八島栄次

中村光志, 水本幸助, 井改知幸, 八島栄次

森田祐己, 間嶋剛, 井改知幸, 八島栄次

武田将貴, 井改知幸,  八島栄次

2021年度東海高分子研究会学生発表会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

主鎖近傍にメトキシカルボニル基を導入したポリ(ビフェニルイルアセチレン)誘導体のらせん構造制御とスイッチングキラル固定相への応
用

光学活性なビナフチル基含有オリゴエチレングルコール鎖を側鎖に導入した水溶性ポリ（ビフェニルイルアセチレン）誘導体の合成と超遠
隔不斉誘導

主鎖近傍に光学活性置換基を導入したポリ(ビフェニルイルアセチレン)誘導体の合成と不斉増幅

主鎖近傍にカルボキシ基を導入したビフェニルイルアセチレン系共重合体の合成とらせん構造制御



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会 第102春季年会

日本化学会 第102春季年会

日本化学会 第102春季年会

 ３．学会等名

森田祐己, 間嶋剛, 井改知幸, 八島栄次

松本武大, 加藤義貴, 沖 光脩, 井改知幸, 八島栄次

 ２．発表標題

 ２．発表標題

三好沙也加, 井改知幸, 八島栄次

武田将貴, 井改知幸, 八島栄次

2021年度東海高分子研究会学生発表会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

光学活性置換基を主鎖近傍に導入したポリ(ビフェニルイルアセチレン)誘導体の合成とらせん構造制御

9,9’-スピロビフルオレンユニットを含有する一方向巻きスピロ共役型ヘリカルラダーポリマーの合成

全共役ヘリカルラダー高分子の合成と光学特性

側鎖の一部にカルボキシ基を導入したビフェニルイルアセチレン系コポリマーの合成とらせん構造制御

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Pacifichem 2021（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Pacifichem 2021（国際学会）

Masaki Ito, Manabu Itakura, Daisuke Taura, Naoki Ousaka, Tomoyuki Ikai, Eiji Yashima

Shogo Okuda, Akio Urushima, Naoki Ousaka, Tomoyuki Ikai, Eiji Yashima

Tsuyoshi Majima, Tomoyuki Ikai, Eiji Yashima

Shoya Yamakawa, Tomoyuki Ikai, Nozomu Suzuki, Eiji Yashima

Pacifichem 2021（国際学会）

Pacifichem 2021（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Synthesis of Double-Stranded Titanium(IV) Helicates Composed of Oligophenol Units and Its Water-Mediated Reversible Three-
State Structural Conversion

Synthesis of optically active coordination polymers composed of rhodium binuclear complexes with dynamic propeller chirality
and chiral amplification

Synthesis of Poly(biphenylylacetylene)s Bearing Optically Active 1-Ethoxyethoxy Groups in the Side-Chain and Their Chiral
Amplification

One-Step Simultaneous Synthesis of Multiple Helicenes Using a Chrysene Framework

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Pacifichem 2021（国際学会）

Pacifichem 2021（国際学会）

The Molecular Chirality Asia 2020（招待講演）（国際学会）

Koshi Nakamura, Kosuke Mizumoto, Tomoyuki Ikai, Eiji Yashima

Yuki Morita, Tsuyoshi Majima, Tomoyuki Ikai, Eiji Yashima

E. Yashima

井改知幸, 水本幸助, 池田莉穂, 石立涼馬, 前田勝浩, 八島栄次

第69回高分子学会年次大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Synthesis and ultra-remote helicity control of water-soluble poly(biphenylylacetylene)s bearing optically active
oligoethylene glycol pendants

Synthesis and Macromolecular Helicity Control of Poly(biphenylylacetylene)s Bearing Various Optically Active Pendants in the
Vicinity of the Main-Chain

Helical Polymers and Oligomers for the Development of Unique Chiral Materials

光学活性なポリエチレングリコール鎖を側鎖に有するポリ(ビフェニルイルアセチレン)誘導体のらせん構造制御



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第69回高分子学会年次大会

第69回高分子討論会

第69回高分子討論会

 ３．学会等名

井改知幸, 安藤光香, 石立涼馬, 前田勝浩, 八島栄次

井改知幸, 水本幸助, 池田莉穂, 石立涼馬, 前田勝浩, 八島栄次

 ２．発表標題

 ２．発表標題

田浦大輔, 王翔, 伊藤正樹, 八島栄次

鈴木望, 倉家朋之, 井改知幸, 前田勝浩, 八島栄次

第69回高分子学会年次大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

動的な軸性キラリティを有する触媒活性ユニットを側鎖に導入したポリアセチレン誘導体のラセン構造制御および不斉有機触媒への応用

オリゴエチレングリコール鎖を有するポリ(ビフェニルイルアセチレン)誘導体の水中での触媒的らせん誘起とその記憶

異種の分子鎖からなる二重らせんホウ素ヘリケートの選択的形成

ラセン記憶能を有するポリ(ビフェニルイルアセチレン)による光学分割

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第69回高分子学会年次大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第69回高分子討論会

田浦大輔, 王翔, 伊藤正樹, 八島栄次

鈴木望, 倉家朋之, 井改知幸, 前田勝浩, 八島栄次

奥田省吾, 石田陸, 岩田拓也, 宇留嶋彬央, 逢坂直樹, 井改知幸, 八島栄次

都築敦史, 井改知幸, 八島栄次

第69回高分子討論会

第69回高分子学会年次大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

ドナー-アクセプター相互作用を駆動力とした二重らせんホウ素ヘテロヘリケートの選択的形成

ラセン構造を記憶したポリ(ビフェニルイルアセチレン)誘導体の不斉識別能

パドルホイール型ロジウム二核錯体からなるキラル配位高分子の合成と不斉増幅

主鎖近傍に極性官能基を導入したポリ（ビフェニルイルアセチレン）誘導体の合成とらせん構造制御

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第69回高分子学会年次大会

第69回高分子討論会

第69回高分子討論会

山川翔也, 井改知幸, 八島栄次

川端賢, 間宮文彦, 田浦大輔, 逢坂直樹, 井改知幸, 八島栄次

伊藤正樹, 田浦大輔, 逢坂直樹, 井改知幸, 八島栄次

奥田省吾, 石田陸, 岩田拓也, 宇留嶋彬央, 逢坂直樹, 井改知幸, 八島栄次

第69回高分子討論会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

クリセン骨格を活用した新規多重ヘリセンの合成とそのキロプティカル特性

st-PMMAのらせん空孔を用いたフラーレン含有ポリラクチドの不斉選択的包接

キラルゲストを包接したビスポルフィリン部位を有する二重らせんホウ素ヘリケートのブレンステッド酸を用いた触媒的デラセミ化反応

光学活性Rh二核錯体の配位高分子化を駆動力としたプロペラキラリティの制御とその不斉増幅



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第69回高分子討論会

第69回高分子討論会

第10回CSJ化学フェスタ2020

 ３．学会等名

山川翔也, 井改知幸, 鈴木望, 八島栄次

奥田省吾, 宇留嶋彬央, 逢坂直樹, 井改知幸, 八島栄次

 ２．発表標題

 ２．発表標題

都築敦史, 井改知幸, 八島栄次

間嶋剛, 鈴木望, 井改知幸, 前田勝浩, 八島栄次

第69回高分子討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

クリセン骨格を活用した新規多重ヘリセンの合成とその円偏光発光特性

配位高分子化を駆動力としたキラルなRh二核錯体の動的なプロペラキラリティの制御と不斉増幅

主鎖近傍に極性官能基を導入したポリ（ビフェニルイルアセチレン）誘導体のらせん構造制御と光学分割材料への応用

光学活性な1-エトキシエトキシ基を側鎖に有するポリ(ビフェニルイルアセチレン)誘導体の合成とらせん構造制御

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
The Molecular Chirality Asia 2020（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The Molecular Chirality Asia 2020（国際学会）

S. Kawabata, F. Mamiya, D. Taura, N. Ousaka, T. Ikai, E. Yashima

M. Ito, D. Taura, N. Ousaka, T. Ikai, E. Yashima

S. Okuda, A. Urushima, N. Ousaka, T. Ikai, E. Yashima

T. Majima, T. Ikai, E. Yashima

The Molecular Chirality Asia 2020（国際学会）

The Molecular Chirality Asia 2020（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Helix-Sense-Selective Encapsulation of Fullerene-Bound Polylactides within the Helical Cavity of st-PMMA with a Helicity
Memory

Acid-Promoted Deracemization of a Spiroborate-Based Double-Stranded Helicate Bearing a Bisporphyrin Unit through Inclusion
Complexation with Chiral Guests

Coordination-Driven Polymerization of Optically-Active Dirhodium Complexes with Dynamic Propeller Chirality and Chiral
Amplification

Synthesis and Macromolecular Helicity Control of Polyacetylene Derivatives Bearing Optically Active 1-Ethoxyethoxy Groups in
the Side-Chain

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第69回高分子学会年次大会

第69回高分子学会年次大会

第69回高分子討論会

福田 茉佑, 廣瀬 大祐, 谷口 剛史, 西村 達也, 八島 栄次, 前田 勝浩

坂本 栞, 廣瀬 大祐, 谷口 剛史, 西村 達也, 八島 栄次, 前田 勝浩

西村 達也, Suryakant Mishra, 吉田 拓夢, Mondal Amit Kumar, Smolinsky Eilam Z. B., 高山 心路, 八島 栄次, 谷口 剛史, 前田 勝
浩, Naaman Ron

坂本 栞, 廣瀬 大祐, 谷口 剛史, 西村 達也, 八島 栄次, 前田 勝浩

第69回高分子討論会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ポリ（ビフェニルイルアセチレン）誘導体の会合体形成に基づくキラルセンシング

ポリ(ビフェニルイルアセチレン)誘導体のらせん誘起・記憶の分子量依存性

らせん高分子の精密合成による誘起スピントロニクスデバイスの創製

ポリ(ビフェニルイルアセチレン)誘導体の分子量制御とらせん誘起および記憶挙動への影響



2020年

2020年

2020年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第69回高分子学会北陸支部　研究発表会

Molecular Chirality Asia 2020（国際学会）

Frontiers in Polymer Science (Advanced Precision Synthesis of Polymers)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

Mayu Fukuda, Daisuke Hirose, Tsuyoshi Taniguchi, Tatsuya Nishimura, Eiji Yashima, Katsuhiro Maeda

Yashima Eiji

 ２．発表標題

 ２．発表標題

福田 茉佑, 廣瀬 大祐, 森川 真衣, 八島 栄次, 前田 勝浩

坂本 栞, 廣瀬 大祐, 谷口 剛史, 西村 達也, 八島 栄次, 前田 勝浩

第69回高分子学会北陸支部　研究発表会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Helicity Induction and Memory Effect of Poly(biphenylylacetylene) Derivatives Using Optically Active Ammonium Salts

Macromolecular Helicity Control for the Development of Unique Chiral Materials

触媒量の光学活性アンモニウム塩を用いたポリ(ビフェニルイルアセチレン)誘導体へのらせん誘起と記憶

ポリ(ビフェニルイルアセチレン)誘導体の分子量制御とらせん誘起・記憶挙動の分子量依存性の評価

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第16回高分子合同研究会(オリオン会)（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The Gordon Research Conference on Artificial Molecular Switches and Motors: From Molecular Switches to Macroscopic
Properties（招待講演）（国際学会）

Yashima Eiji

Yashima Eiji

Yashima Eiji

八島栄次

The 31st International Symposium on Chirality (Chirality 2019, ISCD-31)（招待講演）（国際学会）

The 3rd International Symposium for Soft Matter Science and Technology（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Macromolecular Helicity Switch and Memory for the Development of Unique Chiral Materials

Control of Macromolecular Helicity for the Development of Unique Chiral Materials

Macromolecular Helicity Switch and Memory for the Development of Unique Chiral Soft Materials

らせん高分子の歴史とこれからの挑戦

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第68回高分子討論会（招待講演）

第68回高分子討論会

第28回ポリマー材料フォーラム

八島栄次

井改知幸, 水本幸助, 池田莉穂, 石立涼馬, 前田勝浩, 八島栄次

井改知幸, 安藤光香, 石立涼馬, 前田勝浩, 八島栄次

田浦大輔, 間宮文彦, 川端賢, 林矩生, 見波暁子, 逢坂直樹, 八島栄次

第28回ポリマー材料フォーラム

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

究極のらせん高分子の創成を目指して

Synthesis of Water-Soluble Poly(biphenylylacetylene)s Bearing Polyethylene Glycol Pendants and Their Chiral Recognition
Abilities

触媒活性基を側鎖に導入したラセン高分子の合成とらせん構造制御および不斉触媒反応への応用

st-PMMAの形成するキラルなラセン空孔を利用したフラーレン誘導体のエナンチオ選択的な包接錯体形成と光学分割への応用



2020年

2020年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会第100春季年会
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